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政
府
は
、
２
０
１
６
年
12
月
に
「
官
民
デ
ー

タ
活
用
推
進
法
」
を
公
布
・
施
行
、
２
０
１
７

年
５
月
に
は
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣

言
・
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
」
を
閣

議
決
定
し
、世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
を
目
指
し
、

政
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
国
家
戦
略
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
超
ス
マ
ー
ト

社
会
を
目
指
す
中
、
日
本
が
海
外
よ
り
遅
れ
を

取
っ
て
い
る
の
が
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
、
国
と

自
治
体
の
情
報
連
携
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
遅
れ
を
取
り
戻
す
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
導
入
し
、
市
民
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
・

分
析
し
て
、
地
域
別
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
市
民
目
線
で
の
行
政
手
続

き
の
見
直
し
、
市
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
、「
カ
ー
ド
」）

を
身
分
証
明
証
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
活
用
方
法
と
し
て
、

①
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明

②
コ
ン
ビ
ニ
で
対
応
す
る
各
種
証
明
書
（
住
民

票
・
印
鑑
証
明
・
税
証
明
等
）
の
取
得

③
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

④
図
書
館
等
公
共
施
設
の
使
用

⑤
出
勤
簿
・
退
出
簿
の
管
理

が
身
近
な
活
用
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
考
え
ら
れ
る
活
用
方
法
と
し
て
、
例
え

ば
、「
母
子
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
子
ど

も
の
成
長
・
体
重
・
予
防
接
種
歴
等
の
発
育
情

報（
発
育
過
程
情
報
）を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

的
確
な
母
子
健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、「
市
民
の
健
康
管
理
情
報
サ
ー
ビ

ス
」
で
は
、
治
療
歴
・
血
圧
・
体
重
・
身
長
等

を
経
年
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
な

健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

い
ま
だ
に
、
カ
ー
ド
を
作
る
と
個
人
情
報
が

漏
れ
る
と
い
っ
た
誤
解
も
多
々
あ
る
な
ど
、Ｉ

Ｃ
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
対
し
て
の
抵
抗
感
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
払
し
ょ
く
す
る
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
様
に
カ
ー
ド

の
意
義
や
利
便
性
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
普
及
に
は
、

市
職
員
に
対
し
て
の
啓
発
も
必
要
で
あ
り
、
今

あ
る
業
務
に
対
し
て
、
カ
ー
ド
が
活
用
で
き
る

か
、
特
定
の
部
署
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
ど
の
様
に
、
業
務
に
活

用
す
る
か
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
、
カ
ー
ド
交
付
率
は
約
13
％

（
国
全
体
の
交
付
率
約
12
％
）
で
あ
り
、
国
全

体
の
交
付
率
を
僅
か
に
上
回
っ
て
い
る
程
度
で

あ
り
ま
す
。
今
後
の
カ
ー
ド
の
効
率
的
な
活
用

を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
に
カ
ー

ド
に
よ
る
生
活
変
化
や
カ
ー
ド
の
重
要
性
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
は
、
直
接
市
民
の
皆
様
が
接
す

る
機
会
が
多
い
、
市
役
所
（
支
所
を
含
む
）
の

窓
口
は
無
論
の
こ
と
、
郵
便
局
・Ｊ
Ａ
広
島
北

部
・
銀
行
・
ス
ー
パ
ー
等
に
職
員
が
直
接
出
向

い
て
、
カ
ー
ド
の
必
要
性
・
意
義
を
説
明
し
、

加
入
を
促
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
カ
ー
ド
が

普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
に
述
べ
た
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
拡
大
が

見
込
め
、
特
に
窓
口
業
務
を
効
率
化
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
利
便

性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

マイナンバーカードの有効活用

マイナン
バーカー

ドで

コンビニ
交付
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